
【学校だより 12月号】       令和 4年を振り返って 

校長 谷口源太郎 

早いもので令和 4年も残りひと月足らずとなりました。 本校にとって令和 4年はどんな年だったか

振り返っています。 

新型コロナの第 6波、7波が押し寄せて多くの子どもたちや先生方が感染や濃厚接触者となり、学

校を休むことになりました。 また、様々な教育活動が制限され、学校行事も参加者制限をかけながら

実施した 1年でした。そのような中にあっても、本校は、子どもたちのために「教育の情報化」や「エド

テック」の取組をより一層進めてきた年だったととらえています。コロナ禍にあってもそれに負けず前を

向いて一歩一歩取り組んできた 1年だったと思います。これが令和４年。その背景には、教師の子ど

もたちのためにできることをするという熱き思いと保護者、地域の方々の深い御理解と御協力が相ま

って成し遂げられたことだと感じております。 今では、県教委、市教委をはじめ、県外の学校もどのよ

うな取組をすれば、このように学校全体で ICT教育をすすめることができるようになるのか、研究実践

のノウハウ等を教えてほしいという依頼があり、様々な場でその取組を発表させていただいたり、マス

コミに取り上げていただいたりしました。下の写真は、これまでの発表や新聞記事等をまとめたもので

す。これからも学校は、歩みを止めず前を向いて進んで参りたいと思います。 

【この 1年間に報道、掲載されたマスコミ記事、発表等】 

 

 



 

 

  

    

2学期の総括について

は 12月 23日（金）の

終業式の日に学校 HP

に資料を掲載する予定

ですのでそちらをご覧

ください。 


